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企画広報分科会の概要

○ 分科会の構成 （敬称略）

（リーダー）

富田 義数 （三洋電機 研究開発本部 担当上席部長）

（サブリーダー）

小林 豊幸 （ＮＴＴコミュニケーションズ 法人事業本部 担当部長）

山内 正巳 （ＫＤＤＩ 官公庁営業部 グループリーダー)

松居 真一 （パナソニック コーポレートR&D戦略室 戦略企画第一グループ R&D推進チーム 参事)

○ 分科会の活動方針

１．創造系活動

・定期的な会員への研究ニーズ調査、内外の動向調査

・研究ニーズに基づき、新たな産学官連携研究開発テーマを検討

２．促進系活動

・各研究開発テーマ間の交流促進

・シンポジウムや施設見学会等イベントの企画・実施による産官学連携促進

・都市産業振興や市民生活向上の観点からのアウトプット活用方策検討などの成果活用促進

３．整備系活動

・研究開発整備要望など研究活動推進
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２００８年度の活動報告①

① 会員への研究ニーズなどの調査の実施（７月実施）、ポータルサイト運営開始（９月開始）

② 研究ニーズに基き、産学官連携研究開発テーマ創出に向けた検討

③ 研究者の紹介ページの設置、第３回人材育成セミナーの実施（１０月３０日～３１日）

④ ＡＣ－Ｎｅｔ等との連携強化（情報提供、セミナーへの協賛）

１．創造系活動

２．促進系活動

① ホームページリニューアルによる協議会会員企業同士のコミュニケーションの促進、

協議会活動の一層のＰＲ、普及・啓蒙活動の強化（随時）

② シンポジウム２００８開催（１１月２７日（金） ブリーゼプラザにて開催）

③ 会員からのご要望・意見に対する検討と対応

④ 地域的な活動の強化（ユビキタス特区等）

⑤ 連携大学院制度の協力、支援（シンポジウムやワークショップでのＰＲ）

３．整備系活動

① NICTけいはんな研究所設立に伴う体制整備

② JGN2からJGN2plusへの移行と新たなネットワーク実験計画の検討
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注） 企画・広報分科会については、分科会設置要綱第4条3項により、場合により書面、Ｅメール等による開催とする。

企画・広報分科会

【オープンラボ関連】

２００９年
１月 ２月 ３月 4月

●
第７回協議会
総会（5/27）

●
協議会主催
シンポジウム
（11/27）

２００８年
４月 ５月 ６月

オープンラボ協議会事務局打合せ随時開催（月１回程度）

随時発表（Webサイト＆ Newsメール送付）、情報通信技術研究交流会（ＡＣ・Ｎｅｔ）例会協賛

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

●
第７回
分科会
（4/8）

創造系活動

促進系活動

整備系活動
NICTけいはんな研
究所設立に伴う体
制整備検討

協議会ホームページ
リニューアル実施

●
けいはんな研究所
開所記念式典（6/23）

シンポジウム
開催準備

●
分科会幹事会
第６回分科会
（4/11）

人材育成
セミナー専門
家向け企画

ワークショップ企画ポータル
サイト
運営開始

会員への研究
ニーズなどの
調査の実施

●
ワークショップ

2009（3/6）

●
第10回
運営研究

部会

２００８年度の活動報告②

●
人材育成
セミナー

（10/30～31）
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各分科会への参加状況（２００９年３月現在）

ワーキンググループ（WG）の内訳

新世代ネットワーク分科会

分科会 相互接続性検証WG フォトニックWG ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝWG

44 21 21 11

ユニバーサルコミュニケーション分科会

分科会 言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝWG ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸWG ２次元通信WG 情報分析WG

54 5 9 21 10

ユニバーサル＆ロボットシティ専門委員会

委員会 ｵｰﾌﾟﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑWG 生活支援型ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝWG

19 7 12

※WGのみ所属している人がいます。

※WGのみ所属している人がいます。



■日時場所：２００８年11月２７日（金） １３時～１９時 於）ブリーゼプラザ

■テーマ ： 「ＩＣＴ産業の国際競争力とアジアとの連携 ～日本のＩＣＴ産業は世界で生き残れるのか～」

○来場者数 ： １４１名 （交流会は７３名）

○アンケート回収数 ： ４０名 （うち、オープンラボに興味があると回答：２８名）

○全体講評

基調講演の内容をベースにして、パネルディスカッションで活発な議論が行われ、アンケートでは、「（今後）標準化をうまく取り入れたい」

「新しい知見が得られ大変有意義でした」「日常考えることがないグローバルな視線をもつことができた」「経営者の意識を向けさせるために
各社のCTOクラスを招待された方がよい」「関西のパワーを強く感じました」等のコメントがあった。

◆次回シンポジウム
2009年11月
東京開催予定

開会挨拶：西村知教氏
（けいはんな情報通信オープンラボ
研究推進協議会副理事長）

主催者挨拶：稲田 修一氏
（総務省近畿総合通信局 局長）

基調講演：平松幸男氏
（大阪工業大学大学院

知的財産研究科教授）

活発な意見交換が行われたパネルディスカッション

各ワーキンググループ、
会員企業・関連団体の
ポスターセッション風景

閉会挨拶：櫛木好明氏
（けいはんな情報通信オープンラボ
研究推進協議会理事・運営研究部会長）

特別講演：三村義祐氏
（パナソニック株式会社
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ所長）

協議会の活動紹介：西田豊明氏
（京都大学大学院

情報学研究科教授）

けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム２００８開催結果について

-6-



-7-

２００８年度人材育成セミナー

２００８年度人材育成セミナーについて

◆日時：２００８年１０月３０日～３１日
３０日（木） ９：２０－１６：４５
３１日（金） ９：２０－１６：４５
※１コマ９０分×２日間（８コマ）の集中講義

◆場所：近畿総合通信局 ４階会議室

◆テーマ：「ユビキタスネットワークの現状と将来動向－ RFID（電子タグ）,センサネットワークから
無線LAN、WiMAX、次世代携帯電話、情報家電ネットワーク、通信放送融合を展望」

◆講師：阪田 史郎 氏（千葉大学大学院融合科学研究科 教授）
２００４年までＮＥＣ研究所所長。インターネット、マルチメディア通信、ユビキタスネットワーク関連の著書30余。
内閣府、総務省、経産省の情報通信関係（無線通信、ユビキタスネットワーク、情報家電ネットワーク、
センサネットワーク、次世代インターネット、アドホックネットワークなど）の主査、委員を多数務める。
専門分野： 情報通信ネットワーク、ユビキタスネットワーク

◆内容：２１世紀に突入以降、ユビキタスネットワーク技術の進展は目覚しい。
さらに、２０２０～３０年の次世代ネットワークＮＧＮから新世代ネットワークへ 移行に向けた研究が開始されている。
いずれのネットワークにおいても、その中核として、成長期を迎えるユビキタスネットワークの重要性はますます高まる。
本講義では、ユビキタスネットワークに関して、RFID（電子タグ）, センサネットワーク、無線LAN、WiMAX、次世代携帯電話、情報家電ネッ
トワーク、通信放送融合を中心に現状と将来展望を述べる。

◆定員：２０名

◆費用：テキスト代 ２０００円

◆応募者数 ：１５名

◆コメント ：有益度、難易度、時間、場所、資料すべてにおいて高評価であった。今後のテーマとしては、ユーザイン
タフェースやソフトウェア無線、センサーネットワーク、IPTV、モバイルWiMAX等を希望する意見があった。

◆課題等 ： 講義内容や講師は毎回好評であるが、受講者集めが課題である。話題性のあるテーマ設定をして、周
知対象を広げていく工夫が必要。

阪田 史郎 氏

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Interview/20070413/268259/ph01.jpg&imgrefurl=http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Interview/20070413/268259/&usg=__9gwtZE93tRhYJkUyYSkvgqscstc=&h=333&w=250&sz=49&hl=ja&start=2&tbnid=sClEz_vdZrFoiM:&tbnh=119&tbnw=89&prev=/images%3Fq%3D%25E9%2598%25AA%25E7%2594%25B0%2B%25E5%258F%25B2%25E9%2583%258E%26gbv%3D2%26hl%3Dja%26sa%3DG


■日時場所：２００９年３月６日（金） １０時～１７時 於）けいはんなプラザ ナイルA

■開催概要：

「けいはんな情報通信オープンラボワークショップ２００９」をけいはんなプラザで開催した。けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協
議会の各ワーキンググループが、各研究成果を発表した。基調講演１は、(財)地球環境産業技術研究機構（ＲＩＴＥ）専務理事 本庄
孝志氏による｢地球温暖化に向けたＲＩＴＥの取り組み｣。基調講演２は、ＮＴＴ環境エネルギー研究所 染村 庸氏による「ＩＴＵ－Ｔにお
けるＩＣＴと気候変動に関する標準化動向」。その後、名古屋大学大学院 佐藤健一教授の講演が行われ、午後には、新世代ネットワー
ク分科会、ユニバーサルコミュニケーション分科会、今後の研究活動の紹介として「エネルギーの情報化」についての発表を行った。

○来場者数 ： 78名
○アンケート回収数 ： 30名

（うち、次回も参加を希望すると回答：９３％、場所は関西方面７０％、関東方面１０％）

○全体講評
アンケートの結果、基調講演１＆２にとても満足した（８０％、６７％）。各分会ワーキンググループの研究発表に関しては８０％の方が満
足と回答。けいはんな情報通信オープンラボに関しては６７％の方が（条件があえば）利用したいとの回答があった。

◆次回ワークショップ
2010年3月開催予定

講演：佐藤 健一氏
（名古屋大学大学院 教授）

基調講演１：本庄 孝志氏
（地球環境産業技術研究機構

専務理事）

開会挨拶：櫛木好明氏
（けいはんな情報通信オープンラボ
研究推進協議会理事・運営研究部会長）

基調講演２：染村 庸氏
（ＮＴＴ環境エネルギー研究所
環境推進プロジェクト）

ワークショップ２００９について
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理事長 松下 正幸 パナソニック（株）副会長 （変更なし）
副理事長 西村 知教 日本電気（株）執行役員 関西支社長 （小川 太三氏から変更）

パンフレットのリニューアルについて

●イメージカラーをブルーからグリーンに変更
●協議会組織図、分科会活動を見やすく刷新
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協議会ホームページのリニューアル

●全ページリニューアル
●会員管理機能を追加

会員同士の情報交流が可能に

トップページ

協議会・ＷＧ会員ログイン機能

会員専用フォーラムにトピックを追加し、情報交流が可能に

是非積極的に使ってください



２００９年度の活動計画①
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① 「エネルギーの情報化WG」を新設

② ウェブマガジン（シンポジウム等の開催報告やその他イベントの通知）の発刊

③ YRP（横須賀リサーチパーク）等と連携してアジア諸国でのセミナーの開催

１．創造系活動

２．促進系活動

① ホームページによる協議会会員企業同士のコミュニケーションの促進、研究者等の紹介、

協議会活動の一層のＰＲ、普及・啓蒙活動の強化（随時）

② シンポジウム２００９（１１月東京にて）、研究発表会（３月けいはんなにて）の開催

③ 会員からのご要望・意見に対する検討・対応

④ 地域的な活動の強化（けいはんな環境・エネルギー研究会、ユビキタス特区、ナレッジキャピタ

ル等）、アジアとの連携強化

⑤ 人材育成セミナーの開催

⑥ 連携大学院制度の協力、支援

３．整備系活動

① 協議会体制の整備

② 新たなネットワーク実験計画の策定
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注） 企画・広報分科会については、分科会設置要綱第4条3項により、場合により書面、Ｅメール等による開催とする。

企画・広報分科会

【オープンラボ関連】

２０１０年
１月 ２月 ３月 4月

●
第８回協議会
総会（5/2６）

●
協議会主催
シンポジウム

（11月）

２００９年
４月 ５月 ６月

オープンラボ協議会事務局打合せ随時開催（月１回程度）

随時発表（Webサイト＆ Newsメール送付）、情報通信技術研究交流会（ＡＣ・Ｎｅｔ）例会協賛

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

●
第８回
分科会
（4/上）

創造系活動

促進系活動

整備系活動
新体制整備検討

協議会ホームページ
利用促進

シンポジウム
開催準備

●
分科会幹事会
第７回分科会
（4/８）

人材育成
セミナー

新ＷＧ発足

●
成果発表会

2010

●
第11回
運営研究

部会

２００９年度の活動計画②

●
人材育成
セミナー
（10月）

●
第1０回
運営研究

部会

人材育成
セミナー

成果発表会

●
人材育成
セミナー
（6月）
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